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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年4月30日(2021.4.30)

【公開番号】特開2020-44286(P2020-44286A)
【公開日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-012
【出願番号】特願2018-177593(P2018-177593)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   1/29     (2006.01)
   Ｇ０１Ｔ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｎ    5/10     　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｔ    1/29     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｔ    7/00     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月17日(2021.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
［第２実施例］
　第２実施例では、上述したビーム要素として、ガウスリップルフィルタ（σ＝１．８ｍ
ｍ）によってなまされた核子当たり２９０ＭｅＶの炭素イオンビーム（図３に示す特性を
有する粒子線ビーム）を用いた。
　水等価深ｄにおける粒子線ビームの線量ＤＭ（ｄ）は、下記式（１）によって表され、
粒子線ビームを構成するビーム要素ｉの深さｄにおける線量Ｄｉ（ｄ）は、下記式（２）
によって表される。式（１）および式（２）において、ｗｉはビーム要素ｉの重みであり
、Ｄ０は図３（Ａ）中の「物理線量」であり、ｓｉはビーム要素ｉのレンジシフトである
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　水等価深ｄにおける線量応答ＦＭ（ｄ）は、下記式（４）によって表され、ビーム要素
ｉの深さｄにおける線量応答Ｆｉ（ｄ）は、下記式（５）によって表される。式（５）に
おいて、Ｆ０は図３（Ａ）中の「線量応答」である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　生物学的効果Ｅ（Ｂ）、ＥＭ（つまり、生物学的効果は生物線量Ｂの関数）は、下記式
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（９）あるいは下記式（１０）によって表される。ビーム要素ｉごとの生物学的効果Ｅｉ

は、下記式（１１）によって表される。式（９）において、Ｓ（Ｂ）は参照細胞の生存割
合であり、参照細胞の生存割合Ｓ（Ｂ）は、生物線量Ｂの関数である。
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